
会長ら35人が出席。４月に開幕する大阪・関西
万博と、11月に韓国・慶州で開催されるAPEC 
CEOサミットを契機とした両国の経済協力や交
流の拡大について意見交換などを行った。

小林会頭は開会あいさつで、「競争から協調
へと視点を切り替え、経済協力を深化させるこ
とが必要」と指摘。今年両国で開催される二
大イベントを契機に、「交流機運をさらに高め、
サプライチェーンの
強化など、具現的な
協力につなげていき
たい」と意欲を示し
た。一方、崔会長は、
両国地方自治体同
士や企業間の交流
活発化などに期待
を表明した。

日韓商工会議所首脳会議

年金制度改革に関する提言

未来志向の協力推進へ共同声明を採択

実態踏まえた改革求める

日本商工会議所と大韓商工会議所は2024年
11月25日、「第13回日韓商工会議所首脳会議」
を大阪市内のホテルで開催し、両国の経済協
力や交流拡大などについて意見交換を行った。
会議終了後には、共同声明を採択。2025年に
両国の国交正常化60周年を迎えることを機に、
未来志向の経済協力・交流をより一層進めるた
め、相互貿易の促進などの方針を確認した。

会合には、日本側から日商の小林健会頭をは
じめ、鳥井信吾副会頭（大阪・会頭）、嶋尾正
副会頭（名古屋・会頭）、上野孝副会頭（横浜・
会頭）、川崎博也副会頭（神戸・会頭）、池田晃
治副会頭（広島・会頭）、谷川浩道副会頭（福岡・
会頭）、藤﨑三郎助副会頭（仙台・会頭）、北沢
利文特別顧問（東京・特別顧問）、細田安兵衛
特別顧問（東京・特別顧問）ら47人、韓国側
から大韓商工会議所の崔泰源（チェ・テウォン）

日本商工会議所の中山讓治社会保障専門
委員長（東京商工会議所社会保障委員長）は
2024年12月12日、「年金制度改革に関する提
言」を鰐淵洋子厚生労働副大臣に手交し、内
容の実現を強く働きかけた。

中山委員長は、「中小企業は、深刻な人手不
足に直面しており、人々の就労調整をもたらし
ている制度的要因の解消が必要」と述べるとと
もに、「中小企業は賃上げで必死の努力をして
いる。これに加わる社会保険料の負担は厳し
い」と指摘。制度改革に当たり、経営実態へ
の目配りの必要性を強調し、被用者保険の適
用拡大における配慮・支援などを求めた。

また、「時代や人々の生き方の変化に合わせ
た制度への再構築が必要」と訴え、社会保障
審議会・年金部会における議論の取りまとめ
に、本提言内容が反映さ
れるよう要望。併せて、
現在、同省が「年収の壁・
支援パッケージ」の後継
策として提案している、
パート労働者の保険料を
事業主が一部肩代わりで
きる特例案には問題が多
いとの認識の下、反対の
意を示した。

2025年１月発行

共同声明を採択する小林会頭（左）と崔会長

鰐淵副大臣（左）に提言を手交する
中山委員長

515 126万会員
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会
議所の政策提言や事業活動をはじ
め、ビジネスに役立つ情報が満載
です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部139円  年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部535円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

地域・中小企業を元気にする

リーダーの横顔

塩谷 雄一
高岡商工会議所 会頭 
塩谷建設株式会社 取締役会長

こうしてヒット商品は生まれた！

生ノースマン
千秋庵製菓

特集2

中高年労働者の
事故を防ぐ
「安全体力®」とは

あの人を訪ねたい

松丸 奨
管理栄養士・栄養教諭

特集1

〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業
〝もうかる農林水産業〟を
 グッと後押し企業

令和６年12月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第９号　通巻535号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

令和７年１月10日発行（毎月１回10日発行）第44巻
第10号　通巻536号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

神野 吾郎
豊橋商工会議所 会頭 
株式会社サーラコーポレーション 代表取締役社長兼グループ代表・CEO

こうしてヒット商品は生まれた！

竹島水族館
 

特集2

2025年、
日本経済は
激変するのか

あの人を訪ねたい

パトリック ユウ
スポーツMC・スタジアムDJ

地域・中小企業を元気にする
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第65回全国推奨観光土産品審査会

入賞59商品を選定
日本商工会議所と全国観光土産品連盟は

2024年12月17日、全国各地の優れた観光土産
品を選定する「第65回（24年度）全国推奨観
光土産品審査会」の入賞商品を発表した。審
査部門は「菓子」「食品」「民工芸」と、訪日
観光客向けの日本土産にふさわしい「グローバ
ル」の４部門。今回は全国294事業者から556
商品が出品され、延べ59商品を選定した。

同審査会は、観光土産品の育成・発掘に資
することを目的に、1960年度から毎年開催。
全国各地の優れた観光土産品の中から優れた
ものを「全国推奨観光土産品」として推薦し、
特に優れた土産品に、４大臣賞、日商会頭賞
などを授与している。

受賞商品は、「NIPPON OMIYAGE AWARD」
のロゴが使用できるほか、全国の信用金庫
7400店舗のネットワークを活用した「よい仕
事おこしネットワーク」が運営する「お取り寄
せガイド」への掲載など、広報PRの支援を受
けられる。

主な受賞商品一覧は右表のとおり。 笠間栗の
パイまんじゅう

Satsumarchéサツマルシェ 
アソート49

てうし帆前掛け

南部美人 
hongura limited

第65回（2024年度）全国推奨観光土産品審査会入賞品（抜粋）
賞の種類 部門 商品名 業者名

厚生労働大臣賞 菓子 笠間栗のパイまん
じゅう

亀印製菓

農林水産大臣賞 食品 Satsumarché サツマ
ルシェ アソート49

鹿児島製茶

経済産業大臣賞 民工芸 てうし帆前掛け 浜鈴総芸

国土交通大臣賞 グローバル 南部美人 hongura 
limited

南部美人

観光庁長官賞 全部門より 一口柚餅子 良澤本店

日本商工会議所
会頭賞

菓子 笹餅クリーム入り にいがた匠の杜

食品 常きげん キスミニ
ブック

鹿野酒造

民工芸 モダンだるま 江口製陶所

グローバル おてづくりもなか  
紅白幸

KUGENUMA 
SHIMIZU


